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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 0 10 16 3 3 1 0 3 3 2 3 0 0
10 * 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
11 * 0 0 6 14 3 3 3 4 4 8 3 2 4 1
20 * 1 2 1 4 3 3 2 0 2 2 2 1 0 0
99 * 0 0 5 12 4 7 2 4 5 9 1 1 1 2
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 1 3 10 0 0 2 2 2 4 3 2 1 0
3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
22 0 0 0 4 6 1 4 0 1 1 2 0 0 1 1
23 0 0 0 1 2 2 2 0 2 2 4 0 1 0 0
31 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
77 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
91 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 8 3 8 0 0 3 0 2 2 1 2 2 1
14 * 0 0 8 15 0 0 3 2 2 4 6 0 0 0
15 * 0 1 2 3 0 0 4 0 0 0 1 2 1 0
27 * 0 0 3 13 1 2 3 1 2 3 3 1 0 0
31 * 2 7 3 7 3 3 4 0 2 2 2 0 0 0
20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
34 0 0 0 0 3 0 0 1 0 7 7 1 0 1 0
41 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
84 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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大阪学院大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点５ 勝ち点０試合ＮＯ 126

79 54

敗チーム

立命館大学

男子

戦評
リーグ戦6日目。ここまで5連敗となかなか勝利を掴めず、ホームコートでは勝ち星を掴みとっておきたい立命館大
学。対するは全関西、西日本を制しリーグ戦も同様、優勝して三冠を狙う大阪学院大学の本日の第1試合目だ。序
盤は一進一対の展開となるも、大院大#7石原が終始ゲームをコントロールすることとなった。結果第4ピリオドを終了
し、徐々に点差を広げた大院大が確実に勝利をものにした。第1ピリオド、両チームマンツーマンでスタート。大院大
#11野中のバスケットカウントで先制すると、すかさず立命館は#31庄田のスリーで応戦しハイペースな点の取り合い
で試合が始まる。大院大は＃7石原を起点に＃20合田の3Pシュートで開始5分を経過した時点で14-9と点差が生
じ、立命館は前半1回目のタイムアウト。立命館はディフェンスを強め、点差を縮めにかかるが序盤からファウルがか
さみ、大院大にフリースローを重ねさせてしまう。更に大院大は＃11野中のインサイドで確実に得点を決め、点差を
21-11の2桁差とする。そこから大院大は速攻やあわせからの簡単なミドルシュートで得点を重ねるが、立命館は＃
27石塚がインサイドで踏ん張るが点差は変わらず。終了間際、立命館は#00上田がハーフコートからのブザービート
を決め、29-20大院大リードで第1ピリオド終了。第2ピリオド、立命館は#31庄田がドライブを仕掛け4連続得点し流
れを掴みかけるが、大院大はディフェンスを強化しターンオーバーを誘い、簡単に波に乗らせない。大院大は怪我
によりスタメンから外れている#22小阪を投入するとリバウンド、得点、ブロックとインサイドでその力を発揮する。その
間、大院大#7石原のドライブや速攻からのバスケットカウントで連続5得点など決められ、39-26この試合最大の13点
差を奪ったところで残り4分立命館前半2回目のタイムアウト。タイムアウト開け、大院大#1後藤がバックコートでス
ティールからシュートを決めると、#7石原の速攻からの得点、#22小阪のゴール下と簡単な得点が続くのに対し立命
館は苦しい攻めが続き#00上田の1on1での得点のみ。大院大が3分弱で8-2のランを仕掛けた形となり47-28と大院
大リードで前半終了。第3ピリオド、両チームスターティングメンバーに戻して後半開始。大院大#11野中がドライブを
仕掛け点差を20点にのせる。しかし、そこから互いに攻めあぐね前半と変わってローペースな展開となる。後半4分
を過ぎた時点で大院大は速攻を連続できめると、さらに#20合田が速攻からバスケットカウントを決めて流れは大院
大に。立命館は#00上田の3Pシュートで食い下がるが、大院大#7石原をなかなかとめられない。大院大は#99藤田
がバスケットカウントを決めたところで65-35と点差を30点に。加えて立命館#31庄田を4ファウルのファウルトラブルに
追い込む。残り2分立命館はインサイドを中心に攻めるが点差を縮めるには至らず67-39大院大リードで第3ピリオド
終了。第4ピリオド、大院大がスタメン3人をさげたのに対し、立命館は早い展開でオフェンスを組み立て#31庄田が
3Pシュートを決めるも単発。開始2分、69-42なった時点で立命館後半1回目のタイムアウト。立命館はディフェンスで
プレッシャーを仕掛け、速い段階でのオフェンスを続け#14村井のインサイドなどで点差を縮めにかかる。大院大は
#1後藤に加え、まだフレッシュな控え陣がドライブをしかけオフェンスを組み立て、残り3分半、75-50大院大リードと
なった時点で立命館後半2回目のタイムアウト。立命館は#15水鳥のレイアップなどで得点するが点差を縮めるには
至らず。79-54で大院大が勝利し、通算5勝1敗。立命館は痛い6連敗となった。
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関西学生バスケットボール連盟
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.16
大阪学院大学開始時間 10:00

会　　場 立命館大学体育館

後藤 翔平 0 8

合田 怜 8 28

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

石原 裕貴 23 28

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

石井 寛二 0 2

0 1

野中 博文 15 26

西原 一清 0

0 -
-

小阪 彰久 9 13

藤田 兼士朗 14 37
八木橋 澄人

-

藤原 卓弥 4 11

後藤 康平 6 27
長本 海斗 0 4

9
北川 元気 0 5

合　　　計 79

0 -
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RATE 20.0% 44.1% 72.7%

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 行広　伸太郎

36

上田 雅也 12 40

ST MINTO AS

古倉 勇人 0

石塚 裕也 7
水島 匠悟 4

REBOUND３Ｐ BS

村井 将人 16 25

1
立野 俊史 0 3

32
庄田 亨平 15

村井 彬人
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上野 達郎 0 15
櫻庭 朋久 0 17
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Team / Coach: 浅村　典正 -
合　　　計 54
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